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Ｉ ． は じ め に
南 九 州 に は 第 四 紀 末 に 噴 出 し た テ フ ラ が 数 多 く 分 布 し て い る ． な か で も ， 姶 良 Ｔ ｎ

テフラ（ＡＴ）と鬼界アカホヤテフラ（Ｋ-Ａｈ）は，［デ］本列島のほぼ全域を覆う広域テ
フラである．これらについては，多数の１４Ｃ年代値が報告されており，前者？！？゛ｒ；！１，０００
～２５，０００ｙｒＢＰ，後者が６，３００ｙｒＢＰに噴出したものと推定されている（町田・新井，

１９９２）．そのほかのテフラの年代値は，桜島火山から噴出した薩摩テフラ（Ｓｚ・Ｓ）
を 除 く と あ ま り 多 く な い ． そ の 理 由 の 一 つ と し て ， 降 下 テ フ ラ に 炭 化 木 片 が あ ま り み
ら れ な い こ と が あ げ ら れ る ． 一 方 ， 土 壌 は ， 普 遍 的 に 存 在 す る こ と か ら ， 容 易 に 採 取
す る こ と が で き る ． 土 壌 の １ ４ Ｃ 年 代 は ， 比 較 的 急 速 に 埋 没 し た も の に つ いて は 有 効 で
あると考えられている（ＯｒｌｏｖａａｎｄＰａｎｙｃｈｅｖ，１９９３）．プリニー式噴火などでは比較
的 短 期 間 に テ フ ラ が 堆 積 す る の で， 直 下 の 土 壌 の １ ４ Ｃ 年 代 か ら 噴 火 年 代 を 推 定 で き る
と 考 え ら れ る ． 筆 者 は ， 南 九 州 に お け る Ａ ｒ 以 降 の 火 山 噴 火 の 周 期 性 を 明 ら か に す る
た め に ， テ フ ラ に 関 連 す る 埋 没 土 壌 や 炭 化 木 片 な ど の １ ４ Ｃ 年 代 を 測 定 して い る ． 現 段
階 で は すべ て の テ フ ラ を 網 羅 す る ま で に は 至 っ て い な い が， こ れ ま で に 得 ら れ た １ ４ Ｃ
年代を報告する．

Ⅱ．１４Ｃ年代測定
試 料 の 調 製 は ， 中 村 ・ 中 井 （ １ ９ ８ ８ ） に も と づ い た ． 土 壌 は で き る だ け 塊 の 状 態 で

採 取 し ， 蒸 留 水 に よ っ て 表 面 を 洗 い 流 し だ ． こ れ を 蒸 留 水 中 で 超 音 波 洗 浄 し て 分 散 さ
せ ， 開 口 径 １ ０ ６ μ ｍ の ふ る い を 通 過 し た も の を 用 いて ， 以 下 の 操 作 を 行 っ た （ 奥 野 ，
１９９５）．まず，１．２規定塩酸による処理（９０ｃＣ・２時間）を２回繰り返して炭酸塩な
どを溶解除去した後，１．２規定水酸化ナトリウム水溶液による処理（９０ｃＣ・１時間）
に よ り アル カ リ 可 溶 成 分 を 除 去 し た ． さ ら に １ ． ２ 規 定 塩 酸 処 理 を ２ 回 行 っ た 後 ， 蒸 留
水 で 十 分 に 洗 浄 し て フ ュ ー ミ ン を 得 た ． 得 ら れ た フ ュ ー ミ ン の 有 機 炭 素 お よ び 有 機 窒
素含量を，ＣＮコーダー（柳本製，ＭＴ・７００）により測定した．フューミン（炭素量と
し て 約 ２ ｍ ｇ ） を 酸 化 銅 ， 還 元 銅 お よ び 銀 と 共 に バ イ コ ー ル 管 に 真 空 封 入 し て 約 ２ 時
間９５０℃に加熱し，生じた気体を真空ライン中で精製して二酸化炭素（Ｃ０２）を得た．
一 方 ， 炭 化 木 片 は 超 音 波 洗 浄 し た 後 ， 酸 処 理 ， ア ル カ リ 処 理 ， 酸 処 理 を 行 っ た ． こ れ

を 蒸 留 水 で 洗 浄 ， 乾 燥 後 ， 酸 化 銅 と 共 に バイ コ ール 管 に 真 空 封 入 して 約 ２ 時 間 ９ ５ ０ で
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に加熱して発生した気体を真空ライン中で精製してＣ０２を得た．これらのＣ０２から，
万三三ｔａｇａｗａ琵❹．（１９９３）の水素還元法によりグラファイトターゲットを作製した．な

お，Ｃ０２の一部を分取して∂１３Ｃの測定に供した．
調 製 し た グ ラ フ ァ イ ト タ ー ゲ ッ ト に つ い て ， 名 古 屋 大 学 年 代 測 定 資 料 研 究 セ ン タ ー

のタンデトロン加速器質量分析計（Ｎａｋａｍｕｒａｅｒ猷，１９８５；中村・中井，１９８８）を用
いて１４Ｃ年代を測定した／４Ｃ濃度の標準体は，ＮＢＳ修酸（ＳＲＭ-４９９０）を用いた．１４Ｃ
年代値は，Ｌｉｂｂｙの半減期５，５６８年を用いて算出し，西暦１９５０年から遡った年数で示し
た ． な お ， 測 定 誤 差 は １ 標 準 偏 差 （ １ （ Ｊ ） で 示 し た ． ま た ， 試 料 の ∂ １ ３ Ｃ 値 を ト リ プ
ルコレクタ一式気体用質量分析計（ＦｉｎｎｉｇａｎＭＡΓ社製，ＭＭ！２５２）により測定し，
炭素同位体の質量分別効果を補正した（中村ほか，１９９４）．なお，一部はが３Ｃが未
測 定 の た め 補 正 して い な い ．

Ⅲ．測定結果および考察
１．霧島火山群
霧島火山では，高原スコリアと御池テフラについて１４Ｃ年代が得られている．測定

試料の採取地点を図１に示す．

１°５３

１３１°Ｏ’

図１霧島火山の試料の採取地点
国土地理院発行の１：５０，０００地形図「霧島山」を使用．

１ ） 高 原 ス コ リ ア
高原スコリア（Ｋｒ-Ｔｈ：遠藤ほか，１９６９）中の炭化物Ｕ１３Ｃ：-１１．４‰）は，地点１
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（図１）で採取された．この炭化物の１４Ｃ年代は，７８０±１００ｙｒＢＰ（ＮＵＴＡ-４２４０），
９３０±１００ｙｒＢＰ（ＮＵＴＡ-４２６５）である．２つの平均値は８６０±７０ｙｒＢＰであり，これ
をＳｔｕｉｖｅｒａｎｄＢｅｃｋｅｒ（１９９３）の１４Ｃ年代一較正曲線を用いたＩＥ’ｒＨＺＵｒｉｃｈａｎｄＮｉｋｌａｕｓ
（１９９４）のプログラムによって暦年代に較正すると，１（）ぐ５７-１０８５ｃａ１ＡＤ（１０．６％），
１１２３-１１３７ｃａ１ＡＤ（８．３％），１１５３-１２６３ｃａ１ＡＤ（８０．６％），１：２’７５-１２７５ｃａ１ＡＤ（０．５％）
になる．これと同時の堆積物である御鉢スコリア流中の炭化木片の１４Ｃ年代は，７６０ ±
９０ｙｒＢＰ（ＧａＫ-１５３２６）と報告されており（井村・古賀，１９９２），これらはほぼ一致
している．井村・古賀（１９９２）は，古記録と堆積物の対応からＫｒ．Ｔｈの噴火はＡＤ７８８
に お こ っ た と 考 え ら れて い る （ 井 ノ 上 ， １ ９ ８ ８ ） こ と か ら ， 試 料 が 新 し い 炭 素 の 汚 染
を受けてやや新しい年代が得られたものと考えた．また，岡田（１９８５）は＜１，０５０±
１１０ｙｒＢＰとやや古い１４Ｃ年代値を報告している，御鉢火山の歴史噴火については，筒
井・小林（１９９２）によって詳しく研究されており，Ｋｒ-Ｔｈの上位の火山砂層と古記録
の対応から，９世紀，１０世紀，
１２世紀，１３世紀，１６-１７世紀
に 比 較 的 活 発 な 噴 火 活 動 が あ
ったことが推定されている．
今回得られたＫｒ-Ｔｈの暦年代
は，Ｋｒ-Ｔｈの噴火が１０～１３世
紀 の 記 録 に 対 応 す る こ と を 示
し て い る が ， ほ か の 層 準 の 年
代 や 考 古 編 年 と の 関 係 な ど を
さらに検討する必要がある．

２ ） 御 池 テ フ ラ

御池テフラ（Ｋｒ-Ｍ：松井・
和島，１９６１）の噴出年代は，
これまで縄文後期（４１ＳＪ３，０００
年 前 ） と 推 定 さ れ て い た （ 桑
野ほか，１９５９）．しかし，
最 近 の 考 古 学 的 研 究 で は ， 縄
文 中 期 後 半 ～ 後 期 前 半 と 考 え
られている（東，１９９１，本
報 告 集 ） ． Ｋ ｒ - Ｍ 直 下 の 土 壌
（-２３．９‰）を地点２から採取
した（図２）．得られた１４Ｃ
年代値は，４，１６０±９０ｙｒＢＰ
（ＮＵＴＡ-４２３８）であり，後
者の年代観と調和する．
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図２霧島火山の完新世テフラの柱状図
（筒井正明，未公表資料）
矢印：試料採取層準
（図１，地点２）
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２ ． 姶 良 カ ル デ ラ ， 桜 島 火 山
１）姶良Ｔｎテフラ
姶 良 カ ル デ ラ で は ， 大 隅 降 下 軽 石 （ Ｏ ｓ ） の 噴 出 に は じ ま り ， 妻 屋 火 砕 流 （ Ｔ ｍ ） ，

入戸火砕流（ｌｔｏ）を噴出した巨大噴火がおこった（Ｋｏｂａｙａｓｈｉｅｒｄ，１９８３；Ａｒａｍａｋｉ，
１９８４；Ｎａｇａｏｋａ，１９８８）．日本列島のほぼ全域を覆う姶良Ｔｎ火山灰は，この入戸火砕
流に伴う降下火山灰（ｃｃ，-ｉｇｎｉｍｂｒｉｔｅＥ１，；ｈ-ｆａＩＩ）である（町田・新井，１９７６）．この一
連 の 噴 火 を 入 戸 噴 火 と よ ん で ， そ の す べ て の 火 砕 堆 積 物 を ま と め て 姶 良 Ｔ ｎ テ フ ラ
（Ａｒ）とよぶ（図３：町田・新井，１９９２）．Ａｒの噴出年代は，Ｔｍに含まれる炭化木
片の入念な１４Ｃ年代測定から約２２，０００ｙｒＢＰと考えられた（木越ほか，１９７２），その
後ＩＥ）ＡＴに関連する試料の１４Ｃ年代は数多く報告され，町田・新井（１９７６，１９８３）はこ
れらの年代値が約２１，０００～２２，０００ｙｒＢＰに集中することを指摘した．最近，ＡＴを挟
む上下の堆積物などの１４Ｃ年代値から２４，５００ｙｒＢＰ前後であるとする報告がある（松
本ほか，１９８７，村山ほか，１９９３）．さらに，給源近くに分布する火砕物に含まれる
炭化木片について，ＡＭＳ法による１４Ｃ年代値が報告されている（池田ほか，１９９５；奥
野ほか，１９９６ｂ）．これらの試料の採取地点を図３に示す．これらの年代値は，０ｓ

ソ ／
・

俗入戸火砕流

圭妻屋火砕流

多垂水火砕流

１３０°

図３南九リヽ｜ヽ｜のÅΓテフラの分布阻（）ｂａｙａｓｈ陥ａ／，１９８３；Ａｒａｍａｋい９８４）
等層厚線：大隅降下軽石（ｃｍ）．
試料Ａと試料Ｂ（池田ほか，１９９５），試料Ｃ（奥野ほか，１９９６ｂ）
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中の炭化木片（試料Ａ，-２４．３‰）が２４，７９０±３５０ｙｒＢＰ（ＮＵＴＡ-２５６４），ｌｔｏ中の炭化
木片（試料Ｂ，-２４，３‰）が２４，２４０±２５０ｙｒＢＰ（ＮＵＴＡ-２５６３），０ｓと同時に噴出した
垂水火砕流（Ｔｒ）中の炭化木片（試料Ｃ，-２５．３‰）が２４，７１０±１７０ｙｒＢＰ（ＮＵＴＡ-
４０１７）である．これらの年代値から，Ａｒの噴出年代は，ほぼ２４，５００ｙｒＢＰと判断さ
れる．

２ ） 桜 島 テ フ ラ 群
桜 島 は 姶 良 カ ル デ ラ 南 縁 に 位 置

す る 後 カ ル デ ラ 火 山 で あ り ， こ の
火 山 か ら 噴 出 し た テ フ ラ を 桜 島 テ
フラ群（Ｓｚ）とよぶ．Ｓｚの層序章
分布については，福山（１９７８），
福山・小野（１９８１），小林（１９８６），
森脇（１９９４）などの報告がある．
小林（１９８６）は，１７層の桜島起源
の軽石層（Ｐ１～Ｐ１７）を識別して
いる．そのうち上から１４番目のも
の（Ｐ１４）が最も規模が大きく，
薩摩テフラ（Ｓｚ-Ｓ）と呼ばれてい
る（新井・町田，１９８０）．その噴
出 年 代 は 中 に 含 ま れ て い る 炭 化 木
片の１４Ｃ年代値（表エ）から１０，５００

ｙｒＢＰと考えられている（町田・
新井，１９９２）．大隅半島における
Ｓ ｚ の 模 式 柱 状 図 を 図 ４ に ， 試 料 採
取地点を図５に，１４Ｃ年代値を表２
と 表 ３ に 示 す． 桜 島 火 山 の 噴 火 史
は，「古期北岳」「新期北岳」「南
岳 」 の ３ つ の ス テ ー ジ に 大 き く 分
けられる（小林，１９８６，１９８９）．
小林（１９８９）はＳｚ．Ｓより下位の
土壌の１４Ｃ年代を報告し，その噴火
史が２０，０００ｙｒＢＰまで遡る可能性
を 指 摘 し て い る ． こ こ で は ，
０ｋｕｎｏ肘❹．（１９９６），奥野ほか
（１９Ｓ）６ｂ）にもとづいてＳｚの噴出
年 代 に つ いて 述 べ る （ 図 ６ ） ．
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図 ４ 大 隅 半 島 で の 桜 島 テ フ ラ 群 の
模 式 柱 状 図
（森脇，１９９４；Ｏｋｕｎｏびα／．にＳ）９６）
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桜島テフラ群に関連した試料の採取地点印ｋｕｎｏｅｒ❹．，１９９６）
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桜 島 火 山 姶 良 カ ル デ ラ

図６桜島火山の噴火史（小林バ９８９を修正）

① 桜 島 火 山 の 活 動 開 始 時 期
桜島火山起源の最下位の高峠６テフラ（Ｓｚ-Ｔｋ６／Ｐ１７）中の炭化木片（-２５．３‰）の

年代は，２２，６１０±１４０ｙｒＢＰ（ＮＵ’ＩＡ-３９３８）である．一方，その直下の土壌（-２０．３‰）
は２１，１３０±１７０ｙｒＢＰ（ＮＵＴＡ-３７８８），２１，２４０±１２０ｙｒＢＰ（ＮＵＤＸ-３７５５）とやや若
い．いずれにしても，桜島の噴火史が２２，０００ｙｒＢＰ付近にまで遡ることは確実であ
る．その上位の高峠５テフラ鴎ｙＴｋ５／Ｐ１６）直下の土壌（-２１．１‰）の年代値は，

- ９ ４ -
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表 １ 桜島薩摩テフラの１４Ｃ年代

Ｃａｇｃ
（ｙｒＢＰ）

１７，６４０±９０ｙｒＢＰ（ＮＵＴ
νＸ-３９３７）であるが，高峠
４テフラ（Ｓｚ-Ｔｋ４／Ｐ１５）
直下の土壌（-２３．４‰）
は，２０，４９０±１５０ｙｒＢＰ
（ＮＵＴＡ-３８６９）であり，
層 位 的 に 矛 盾 して い る ．
フ ュ ー ミ ン の 炭 素 ／ 窒 素
比（Ｃ／Ｎ比）が１０前後の
も の に ， 層 位 と 比 べ て 若
い 値 を 示 す 傾 向 が 認 め ら
れる（奥野ほか，１９９６ｃ）
ことから，Ｓｚ-Ｔｋ４に対す
る 年 代 値 が よ り 信 頼 で き
る も の と 判 断 さ れ る ． ま
た，Ｓｚ-Ｔｋ４を覆っている
土壌の１４Ｃ年代値は，成
瀬ほか（１９９４）により，
１８，０３０±２９０ｙｒＢＰ（Ｉ-
１６５２３），１６丿７０±２８０

ｙｒＢＰ圧１６５２４）と報告
さ れ て お り ， 上 記 の 推 定
と 調 和 的 で あ る ． し た が
っ て ， 古 期 北 岳 の 活 動 は
２２，０００ｙｒＢＰから２０，０００
ｙｒＢＰの比較的短期間で
あると考えられる．

１０，２２０±３３０
１０，６３０±２２０
１０，９００士２００
１０，７００±２００
１１，２００±２００
１０，０２０±２４０
１１，０１０±２３０

表２

Ｌａｂｎｏ，

ＧａＫ-６０７７
ＧａＫ-３４２３
ＧａＫ-２２３５
ＧａＫ-２２４８
ＧａＫ-３３８５
ＧａＫ-８４３０
ＧａＫ-４１６３

Ｈｕｍｉｃｓｏｉ１
Ｃｈａｒｃｏａ１
Ｃｈａｒｃｏａ１
Ｃｈａｒｃｏａ１
Ｃｈａｒｃｏａ１
Ｃｈａｒｃｏａ１
Ｈｕｍｉｃｓｏｉｌ

Ｒｃｆｃｒｃｎｃｃ

ｌｓｌｌｉｌｉａｗａａｎｄＫａｔｏ（１９７７）
ｌｓｈｉｌｃ２１ｗａｅｔａｌ．（１９７２）
｝・Ｃｕｗａｓｈｉｒｏ（１９７０）
ｌ・Ｃｕｗａｓｈｉｒｏ（１９７０）
Ｉ，；ｔｌｉｋａｗａｅｒα／．（１９７２）
Ｍ２ｌｃｌｌｉｃｉａｅｒα／．（１９８４）
Ｆｕ１（ｕｙａｍａａｎｄＡｒａｍａｋｉ（１９７３）

桜島テフラ群に関連した土壌の１４Ｃ年代
１-ｊ）ｃａｌｉｌｙ゙

⑤
①
⑦
⑧
⑦
⑤
⑥
①
①
⑥
⑦
①
⑦
⑦
⑦
②
②
④
⑤
⑦
⑦
②

④
②
③
④

ＳｔｒａｌｉｇｒａｐｈｊｃＣＮ（：ｙＮδ ”Ｃ
Ｐｏｓｉｔｉｏｎ̈（％）（％）ｒａｔｉｏ（‰）

ＢｅｌｏｗＳｚ・Ａｎ

ＢｃｌｏｗＳｚ-Ａｎ

ＢｃｌｏｗＳｚ・Ａｎ

ＢｃｌｏｗＳｚ，Ｂｍ

ＢｃｌｏｗＳｚ・Ｂｍ

Ｂｃ【ｏｗＳｚ・Ｔｎ

ＢｃｌｏｗＳｚ・Ｔｎ

ＢｃｌｏｗＳｚ・Ｔｎ

ＢｃｌｏｗＳｚ-Ｔｋ２

ＢｃｌｏｗＳｚ・ＴＩ《２

ＢｃｌｏｗＫ，Ａｈ

ＢｃｌｏｗＫ-Ａｊｌ

ＢｃｌｏｗＳｚ-Ｓｙ

ＢｃｌｏｗＳｚ，Ｕｂ

ＡｂｏｖｃＳｚ-ＴＩ《３

ＡｂｏｖｃＳｚ-ＴＩ《３

ＢｃｌｏｗＳｚ・Ｔｋ３

ＢｃｌｏｗＳｚ-ＴＩ《３

ＢｃｌｏｗＳｚ，ＴＩ（３

ＢｃｌｏｗＳｚ-Ｔｋ３

ＢｃｌｏｗＳｚ・Ｓ

ＢｃｌｏｗＳｚ・Ｓ

Ｂｃｌ（）ｗＳｚ・Ｓ

ＢＣｌｏｗＳｚ・ＴＩ《４

ＢｃｌｏｗＳｚ，Ｔｌｃ・５

Ｂｃｈ）ｗＳｚ・ＴＩ《６

１１．１５０．４４２５．２ - １７．４

１４．８４（）．６８２１．９-２２，５

９．８２０．３１５２７．８・１７，２

１８．１９０．６７２７．２・１６．８

１２．２５０．４１３０．１ -１５．２

１．６１０．１１１４．３，２３．６

１．７５０．０９２０．０・２７．４

０．３１

０．４５

０．３５

１．２７

２．３４

０．４６

１．１８

３．０５

１．６６

８．０７

６．０２

５．９９

５．０８

５．５２

３．５６

２．１６

１．４３

０，４４

１．９７

ＩＪ

０
０
ｊｏ
Ｕ．１１

０．１１

（）．（）４

０．０５

０．１９

０．０７

０．２６

（）．２９

０．１８

０．１４

（）．２３

０．１５

０．１０

０．０９

０．０５

（）．０９

-

１１．２

１２．０

２１．７

１２．０

２３．８

１６．１

２３．０

３１．５

２０．５

３２．８

３６．０

２４．４

２３．１

２１．０

１５．７

８．３

２２．１

-２５．０

-２６．７

・２７．０

・２４．１

，１６．５

・２５．３

-２０．７

-１９．７

-１９．７

-２１．７

-２１．９

，２０．６

・２３．１

・２２．７

-２１．４

・２０．７

-２３．４

・２１．１

-２０．３

１４Ｃａｇｃ゙ ゛゙ Ｌａｂｎｏ．

（ｙｒＢＰ）（ＮＵｌｉ４-）

２００１７０

２２０±１００
３２０±７０
６８０±７０
９３０±７０
１，０００±８０
１，１６０±６０
１，２１０±９０
４，１９０±７０
４，２５０±７０

３，９４０±８０
６，７２０±８０
６，４８０±８０
７，９５０±８０
７，７７０±７０

８，０４０±８０
９，２４０±８０
９，３４０±９０
９，４００±１００
９，８９０±８０‘
１０，９１０土８０

１１，２８０±８０
１１，３３０±９０
１１，６６０土１００
２０，４９０土１５０
１７，６４０±９０

２１，１３０±□０
２１，２４０±１２０

＊図５に示す＊＊図４に示す＊＊＊半減期＝５，５６８年

９５

４０７２
４１３５
３７８２
４１３６
４０７３
４０７９
４００９
４１４８
４１２４
４００８

４０７８
４１５０
３７５８
３７５７
４０８０

３９４０
３８７５
４０３６
４２３５
３７５６
３８７４

３８７８
４０２５
３８６８
３８６９
３９３７

３７８８
３７５５



表３桜島テフラ群に関連した炭化木片の１４Ｃ年代
ＩＪｃａｌｉｔｙ

⑨
⑤
③

Ｓｔｒａｔｉｌ；ｒａｐｈｉｃ

ｒ）（）ｓｉｔｉｏｎ゙゛

ＢｃｌｏｗＳｚ-ＴＩ（２

ＢｃｌｏｗＳｚ-ＴＩく３

ｌｎＳｚ-Ｔｋ６

δ１３Ｃ

（‰）
-

・２９．１

，２６．８

・２５，３

１４Ｃａｇｃ事串＊

（ｙｒＢＰ）

４，２５０±７０
９，５４０±９０
２２，６１０±１４０

Ｌａｂｎｏ．

（ＮＵＩＡ-）

４０１７
４０３５
３９３８

’図５に示す̈図４に示す̈゛半減期＝５，５６８年

② 薩 摩 テ フ ラ の 年 代
新期北岳の活動は，薩摩テフラ（Ｓｚ-Ｓ）の噴出から始まる（小林，１９８９）．Ｓｚ-Ｓ

は 大 木 ・ 早 坂 （ １ ９ ７ ０ ） の 新 期 火 山 灰 ・ 軽 石 層 の う ち の 降 下 軽 石 層 ， 薄 層 理 軽 石 質 火
山灰層に相当する（小林，１９８２，１９８６）．このテフラの名称は，新井・町田（１９８０）
が 南 九 州 一 円 に 分 布 し て 考 古 学 上 重 要 な 鍵 層 で あ る 降 下 軽 石 層 に 対 し で 薩 摩 ” と 命
名 し た こ と に よ る ． 薄 層 理 軽 石 質 火 山 灰 層 は ， 特 徴 的 な ラ ミ ナ 構 造 を も ち ， 炭 化 木 片
を 含 む こ と ， 分 布 が 鹿 児 島 市 周 辺 に 限 定 さ れ る こ と な ど か ら サ ー ジ 堆 積 物 と 考 え ら れ
る（小林，１９８６）．このサージ堆積物中の炭化木片などの１４Ｃ年代はいくつか報告さ
れている（表１）．今回測定したＳｚ-Ｓ直下の土壌の̈Ｃ年代値は，１０，９００～１１，７００ｙｒ
ＢＰの範囲にある（表２）．また，Ｓｚ - Ｓは鹿児島平野の地下にも広く分布しており（岩
松・横田，１９９１；森脇ほか，１９９３），ボーリングによって得られたＳｚ-Ｓ直下の土壌
（-１９．５‰）の年代値は１１，８５０±９０ｙｒＢＰ（ＮＵＴＡ-３５６１）である（奥野ほか，１９９６ａ）．
こ れ ら の 土 壌 の １ ４ Ｃ 年 代 値 は ， 炭 化 木 片 の 年 代 値 よ り や や 古 い 傾 向 が み ら れ る ． 今 後
炭 化 木 片 に つ いて も 再 検 討 す る 必 要 が あ る が， 土 壌 の 年 代 値 か ら 判 断 す る と ， Ｓ ｚ - Ｓ は
１１，５００ｙｒＢＰ付近に噴出したと考えられる．したがって，古期北岳と新期北岳の間に
約８，０００～９，０００年の時間間隙を見積もることができる．

③ 新 期 北 岳 の 活 動 年 代
新期北岳の活動は，Ｓｚ．Ｓ以降５００～２，０００年程度の休止期を挟んでテフラが噴出して

い る ． 北 岳 最 後 の 噴 火 は 第 ５ 層 （ Ｐ ５ ） の 噴 出 で あ り ， 北 側 斜 面 に は 火 砕 流 も 流 下 し
ている（小林，１９８６）．この火砕流中の炭化木片の̈Ｃ年代が，約４，９００ｙｒＢＰと得ら
れている（小林，未公表）．しかし，Ｐ５より下位である高峠２テフラ（Ｓｚ-Ｔｋ２／Ｐ７）
直下の土壌の１４Ｃ年代は約４，３００ｙｒＢＰであり（表２），上記のＰ５の年代値と層位的に
矛 盾 す る ． ２ つ の 年 代 値 は 互 い に よ く 一 致 し て い る こ と か ら ， ほ ぼ 信 頼 で き る も の と
考 え ら れ る ． た だ し ， 両 者 と も 試 料 の Ｃ ／ Ｎ 比 が １ ０ に 近 い た め ， や や 若 い 年 代 を 示 して
い る 可 能 性 も あ り ， 今 後 検 討 す る 必 要 が あ る ．

④ 歴 史 噴 火 の 年 代
大隅半島に分布する歴史時代のテフラは，天平（Ｓｚ-Ｔｎ／Ｐ４），文明（Ｓｚ-Ｂｍ／Ｐ３），

安永（Ｓｚ-Ａｎ／Ｐ２），大正（ＳｙＴｓ／Ｐ１）である（小林，１９８２；岩松・小林，１９８４）．

９６



図７は，Ｓｚ-Ｔｓを除いた歴史時代のテフラの１４Ｃ年代を，ＳｔｕｉｖｅｒａｎｄＢｅｃｋｃｒ（１９９３）の
１４Ｃ年代一較正曲線上にプロットしたものである．天平テフラ（Ｓｚ，Ｔｎ）は，第４層

（Ｐ４：小林，１９８６），高峠１（Ｓｚ-Ｔｋ１：森脇，１９９４）に相当するものである．この
直下の土壌の年代値は約１，１００ｙｒＢＰ付近であり，このテフラが天平噴火（７６４年）に
よるものとする考え（小林，１９８２）と一致することから，Ｓｚ-Ｔｎと改称した．Ｓｚ-Ｂｍ
についての年代値はどちらも古く，とくにＬｏｃ．⑦での年代値（９３０±７０ｙｒＢＰ）は，
期待される年代値との間に約５００年の差がある．Ｌｏｃ．⑦は下位のＳｚ-Ｔｋ２（Ｐ７）の分布
域 で あ る が （ 小 林 ， １ ９ ８ ６ ） ， そ れ が み ら れ な い こ と か ら 判 断 して ， そ の 前 後 の 時 期
に は 風 成 層 （ テ フ ラ ／ 土 壌 ） が 連 続 し て 堆 積 し て い な か っ た 可 能 性 が 高 い ． し た が っ
て ， 下 位 の 土 壌 に 由 来 す る 炭 素 が 混 入 し た 可 能 性 が ， 古 い 年 代 値 が 得 ら れ た 理 由 と し
て考えられる．Ｓｚ -Ａｎについては，ほぼ妥当な値が得られている（図７），
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図７歴史時代のテフラ（ＳＺ-Ｒを除いた）の１４Ｃ年代
１４Ｃ年代一暦年代曲線は，５；ｔｕｉｖｅｒａｎｄＢｅｃｋｅｒ（１９９３）による

３．池田カルデラ，開聞岳火山
今回測定した試料の採取地点を図８に示す．

１ ） 池 田 カ ル デ ラ

池田カルデラの形成に関連したテフラ（ｌｋ）は，下位より池崎火山灰（ｌｋ-ｌｋ），尾
下スコリア（ｌｋ-Ｏｓ），池田降下軽石（ｌｋ-Ｐｆａ），池田火砕流（ｌｋ-Ｐｆ１），山川ベース
サージ（Ｙｍ-Ｂｓ），池田湖火山灰層（ｌｋ-Ａｆａ）からなる（成尾・小林，１９８０）．この
テフラの１４Ｃ年代は，ｌｋＰｆ１の炭化木片を試料として，５，７５０±３０ｙｒＢＰ（ＫＳＵ-５３７：成
尾・小林，１９８４，私信），ｌｋ-Ｐｆａ直下の土壌を試料として４，６４０±８０ｙｒＢＰ（ＧａＫ-５８４：
松井，１９６６）である．
得られた１４Ｃ年代値を表４と表５に示す．炭化木片は，成尾・小林（１９８４）が報告
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図８池田カルデラ，開聞岳火山
の試料の採取地点
国土地理院発行の１：５０，０００
地形図「開聞岳」「垂水」
（ａ），「大根占」（ｂ）を
使用．

し た も の と 同 じ 露 頭 か ら 採 取 し た も の で （ 図 ８ - ａ ： 成 尾 ， 私 信 ） ， ２ 種 類 の 樹 種 が あ
る（試料ａと試料ｂ）．ここでのｌｋ-Ｐｆ１は，細粒のガラス質火山灰からなるマトリック
ス に 直 径 １ ～ ３ ｃ ｍ 程 度 の 軽 石 が 散 在 し 弱 い ラ ミ ナ を 形 成 して い る ． 露 頭 の 下 半 分 は 植
生 に 覆 わ れ る が 海 岸 に は 下 位 の 溶 結 凝 灰 岩 が 露 出 し て い る こ と か ら ， お お よ そ の 層 厚
は 約 ２ ０ ｍ と 推 定 さ れ る ． 炭 化 木 片 は そ の 中 程 に 散 在 し ， い ず れ も 水 平 ～ や や 斜 め に 横
だわっている．試ぅｌモｌｌ・ｂは，直径１～０．５ｍｍ程度の細長い繊維状で組織が顕著で，その
特 徴 か ら モ ク セ イ シ ダ の 一 種 の ヒ カ ゲヘ ゴ と 判 断 さ れ る ． そ れ ぞ れ の 試 料 に つ い て ３
回 測 定 し た ． ど ち ら も ２ 回 目 が や や 古 い 値 を 示 して い る が， ］ ， 回 目 と ３ 回 目 は き わ め
て よ く 一 致 して い る （ 表 ４ ） ． 一 方 ， 土 壌 の 年 代 値 は ， 薩 摩 半 島 の 試 料 ｃ と 試 料 ｄ （ 図
８ - ａ ） が 大 き く 異 な る ． ど ち ら も 山 地 斜 面 の 露 頭 か ら 採 取 し た も の で あ り ， 再 堆 積 し
た可能性が考えられる．ただし，試料ｄは／直上のｌｋ．Ａｆａが撹乱されておらず，やや
若 い 年 代 を 示 し た 原 因 は 明 ら かで は な い ． 大 隅 半 島 の 試 料 ｅ と 試 料 ｆ （ 図 ８ - ｂ ） は た が
い に よ く 一 致 し ， 炭 化 木 片 の 測 定 結 果 と も よ く 合 う ． ｌ ｋ の 噴 火 年 代 は ， 上 位 の 鍋 島 岳
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テフラ，開聞岳テフラ群（後述）の年代値もあわせると，５，５００～５，７００ｙｒＢＰごろと
考えられる．

表４池田火砕流中の炭化木片の１４Ｃ年代
ＳａｍＰｌｃδ１３Ｃ

（‰）

ａ - １ - ２ ８ ． ７
（
．
乙
り
ー

゛

ｂ １
２

３

゛

一

２５．９

-

１４Ｃａｇｅ

（ｙｒＢＰ）

５，５４０土７０
６，２６０士７０
５，５４０土６０
５，８６０士８０
６，１２０土６０
５，７７０±６０

Ｌａｂｎｏ
（ＮＵＴＡ）
-
３６０６
３６７２
３８５７
３６００
３６７３
３８５８

表５池田テフラ直下の土壌の１４Ｃ年代

Ｓ ａ ｍ ｐ ｌ ｅ Ｃ Ｎ Ｃ ／ Ｎ ∂ １ ３ Ｃ ＊ １ ４ Ｃ ａ ｇ ｅ

ｃ
ｄ
ｅ
ｆ

（％）（％）

２．５８０．１２２１．２

３．２４０，１６２０．２

４．６９０．１９２４．９

５，７３０．２１２７．５

＊ｎ．ｄ．＝ｎｏｔｄｃりｔｅｒｍｉｎｃｄ

（‰）（ｙｒＢＰ）

-１８．９７，１００±８０

ｎ．ｄ．５，０９０±１００
-１６．１５，６２０±８０
-１９．５５，５１０±８０

Ｌａｂｎｏ．
（ＮＵＴＡ）-
３７５１
４１４２
４０３２
４０３１

２ ） 鍋 島 岳 火 山
鍋 島 岳 火 山 は 池 田

カ ル デ ラ の 南 縁 に 生
じ た 溶 岩 ド ー ム で あ
り ， こ の ド ー ム の 形
成Ｃこうｌ己行してテフラ
も 噴 出 し て い る （ 奥
野・小林，１９９１）．
こ の テ フ ラ 中 の 炭 化
木片の１４Ｃ年代は
４，２２０±１６０ｙｒＢＰ
（ＮＵＴＡ-２５３６），
七３８０±１４０ｙｒＢＰ
（ＮＵＴＡ-２５３７）であ
り ， 両 者 の 平 均 値 は
も３００±１１０ｙｒＢＰで
ある（奥野ほか，
三貨三）．

３ ） 開 聞 岳 火 山
開聞岳火山は，考古遺物との層位関係や腐植土の厚さから，約４，０００年前に噴火活

動を開始したと推定されている（桑代，１９６７；中村，１９６７）．開聞岳のテフラの１４Ｃ
年代は，古川・中村（１９６９），石川ほか（１９７９）などの報告がある．成尾（１９８４）
は テ フ ラ 層 序 と 考 古 編 年 か ら ， 開 聞 岳 テ フ ラ の 最 下 部 の １ ４ Ｃ 年 代 と し て 石 川 ほ か
（１９７９）の４，０４０±１２０ｙｒＢＰ（Ｇａｋ-７５１８）を採用している．この火山は，平安時代
に ２ 回 噴 火 （ 貞 観 ・ 仁 和 ） して お り ， そ の 詳 細 は 「 三 代 実 録 」 に 記 録 が 残 っ て い る ．
今 回 測 定 し た 試 料 は ， 平 安 時 代 の テ フ ラ 直 下 の 土 壌 で あ る （ 図 ８ ） ． 年 代 値 は 貞 観

テフラ（Ｋｎｌ-Ｊｏ）直下の土壌（試料ｇ，-１７．６‰）が１，０７０±８０ｙｒＢＰ（ＮＵＴかｚｔ１４１）
仁和テフラ直下（Ｋｍ-Ｎｎ）の土壌（試料ｈ，-２３．６‰）が１，３５０±１００ｙｒＢＰ（ＮＵＴＡ-
４２３６）である．これらを５Ｅ；ｔｕｉｖｅｒａｎｄＢｅｃｋｃｒ（１９９３）の１４Ｃ年代一較正曲線を用いた
ＥＴＩ｛ＺｉｊｒｉｃｈａｎｄＮｉｋｌａｕｓ（１９９４）のプログラムにより暦年代に較正すると，前者が
７８５-７８６ｃａｌＡＤ（０．６％），ＩＳ’７５-１０３５ｃａ１ＡＤ（９３．４％），１，１，０２-１１１３ｃａＩＡＤ（３．６％），
］，１４２-１１４８ｃａ１ＡＤ（２．４％），後者が６０２-７７９ｃａ１ＡＤ（９６．６％），’７９２-８０１ｃａ１ＡＤ
（３．４％）になる．
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４．鬼界カルデラ，硫黄岳火山
測定した試料の採取地点を図９に示す．

３０°

図９鬼界カルデラの試料の採取地点
国土地理院発行の１：５０，０００地形図「薩摩硫黄島」を使用．

１ ） 寵 港 テ フ ラ 群
龍 港 テ フ ラ 群 （ Ｋ - Ｋ ｍ ） は ， 鬼 界 カ ル デ ラ 北 縁 に 位 置 す る 竹 島 と 硫 黄 島 に 分 布 して

いる（小野は翫１９８２）．ＫｏｂａｙａｓｈｉａｎｄＨａｙａｋａｗａ（１９８４）は，この中の軽石質火
山灰層を桜島起源のＳｚ-Ｓ（１１，５００ｙｒＢＰ）に対比している．一方，長岡（１９８８）は同
じ火山灰層とその上位の軽石層を，それぞれ種子島に分布している種Ｉ火山灰（Ｔｎ -１）
と種皿軽石（Ｔｎ-２）に対比した．このＴｎ-１とＴｎ-２は，種子島ではＡＴ（２４，５００ｙｒＢＰ）
より下位にあり（長岡，１９８８；奥野・小林，１９９４），両者の見解は層位的に矛盾し
て い る ． Ｋ - Ｋ ｍ の 噴 出 年 代 は ， 竹 島 や 硫 黄 島 で は Ａ Ｔ が 見 い だ さ れて い な い た め ， そ の
詳細は明らかでなかった．竹島の地点Ｋ - ①とＫ - ② の柱状図と測定値を図１０と表６に，
地点Ｋ-①～④のＳｚ-Ｓ直上の腐植土の１４Ｃ年代を表７に示す．硫黄島の地点Ｋ-⑥の柱状
図と測定値を図１１に示す．
地点Ｋ，①での年代値は，試料①-１を除いて層位と矛盾しない．試料①-２ａと①-２ｂ，

試料①-６ａ，①-６ｂ，①-６ｃは，同じ層位から採取して個別に調製操作を行ったもので，
炭 素 含 量 や Ｃ ／ Ｎ 比 はそ れ ぞ れ 異 な る （ 表 ６ ， 表 ７ ） ． こ れ は 試 料 の 不 均 一 性 や 調 製 操
作 の 諸 条 件 の 微 妙 な 違 い に よ る も の と 考 え ら れ る ． し か し 得 ら れ た １ ４ Ｃ 年 代 は ， そ
れぞれほぼ一致している．地点Ｋ -②の試料は，試料② -６と② -８の年代値が，地点Ｋ -①
の 同 じ 層 位 の も の と 一 致 し な い ． ま た ， 層 位 的 に も 逆 転 して お り 上 位 の Ｋ - Ａ ｈ と も 矛
盾している．なお，試料②-１（）は他の１４Ｃ年代値やＫ-Ａｈなどと矛盾していないが，その
確 か ら し さ を 詳 し く 検 討 す る こ と は で き な い ． 現 段 階 で は ， 堆 積 物 の 産 状 お よ び １ ４ Ｃ

- １ ０ ０ -
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年 代 値 の 詳 細 は ， 表 ６ に 示 す．
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表６地点Ｋ - ①，Ｋ - ②の籍港テフラ群に挟在する土壌の１４Ｃ年代

Ｓａｍｐｌｅ

ベ

ベ

①

①

①
①

２，ａ

２ｂ

ａ

４

一

一

①

①

ｈ

ａ

一

・

①

①

ｋ

７

・

・

①

①

①
②

Ｌ１

６ａ

り

り

②

②

②
②

９

１０

Ｃ

（Ｘ）

１

１

３
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８
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５，０４０士８０

８，２４０土９０

８，０６０士７０

８，２６０土８０

９，３９０土９０

９，３１０土２４０

９，６７０±１４０

１０，１７０±８０

１０，５９０±９０
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１３，４８０±１００

表７竹島での薩摩テフラ直上の土壌の１４Ｃ年代
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２）硫黄岳火山
硫黄岳火山の柱状図と年代値（奥野・小林，未公表）
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硫黄岳は，鬼界カルデラのアカホヤ噴火以降に形成された火山である（小野ほか，
１９８２）．この火山は，古期硫黄岳の形成，山頂部の崩壊，崩壊火口を埋め立てる新
期硫黄岳の成長という形成史をもっている（小林，１９８５）．また，この新期と古期
の間には稲村岳のスコリア層と山頂崩壊に伴う岩なだれ堆積物が挟まっている．
硫黄岳火山の年代値は，ほとんどが降下テフラ中に含まれる少量の炭化木片を用い

たものである．これらによると，硫黄岳火山は，アカホヤ噴火後の５，２００ｙｒＢＰごろ
から活動を開始し，その活動は３，６００ｙｒＢＰから２，６００ｙｒＢＰにかけての稲村岳の活動
を挟んで，歴史時代にまでおよぶと考えられる，得られた年代値に多少のばらつきが
あり，層位学的なデータ，古記録などを含めてさらに検討する必要がある．また，硫
黄岳，稲村岳からのテフラは，竹島にもほとんど堆積していない（奥野ほか，１！Ｅ）９４）．

ＩＶ．議論
１．土壌の１４Ｃ年代の有効性
土壌試料を処理したフューミンの炭素含量は０．１～２０％程度であり，加速器質量分

析（ＡＭＳ）法による年代測定に必要な炭素は，十分得ることができる．得られた年
代値は，ほとんどが層位学的なデータと矛盾しておらず，歴史時代のテフラについて
も，そのほとんどは妥当なものと考えられる．ただし，奥野（１９９５），奥野ほか
（１Ｓ）９６ｃ）などで指摘したように，Ｃ／Ｎ比が１０に近いものにやや若い値を示すものが
認められる．これは，土壌の形成後の微生物の活動により若い炭素が混入したことに
よるものと考えられる．しかし，Ｃ／Ｎ比が１０に近いからといって，必ず若返っている
わけではない．
Ｓｚ-Ｔｋ３上下の年代値（表２：桜島テフラ群のＬｏｃ．⑦）で示したように，テフラの上

下で大きな差が認められる．テフラ直上の年代値は，その上位のテフラ（Ｓｚ-Ｕｂ）直
下の値とほぼ一致する．このことは，テフラの降下・堆積によって土壌が閉鎖系にな
ったことを示唆している．ただし，テフラに挟まれる土壌は下位にいくほど古い炭素
に由来する有機物に富むと思われる．実際，層位と比較してやや古い年代値が得られ
ることもあり，土壌の撹乱による下位の有機物の混入によるものと思われる．桜島の
文明テフラの年代もやや古い値が得られている（図７）．これは，文明以前の天平噴
火は，先行する休止期が長いうえにテフラの分布が狭く，文明テフラ直下の土壌が下
位の古い有機物の影響を受けやすいためと考えられる．以上のことから，土壌の１４Ｃ
年代の分解能はテフラの降下頻度に依存しているものと推察される．したがって，よ
り精度の高い年代を得るためには，高頻度でテフラが堆積している露頭から試料（土
壌）を採取するとよい．さらに，このような露頭では，テフラの保存状態（純層であ
るかどうかなど）から，土壌の撹乱の程度も判断することができるので都合がよい．

２．南九州の入戸噴火以降の噴火史
土壌試料や微量の炭化木片を用いることで，火山活動をより詳細に編年できるよう

になった．鬼界カルデラでは，１３，５００ｙｒＢＰ以前から８，０００ｙｒＢＰの断続的な噴火活

１０５



動により龍港テフラ群が形成され，大規模火砕流噴火であるアカホヤ噴火（６．３ｋａ）
の後，硫黄岳が５，２００ｙｒＢＰから活動を開始している．姶良カルデラでは，２４，５００ｙｒ
ＢＰの入戸噴火の後，桜島が：！２，０００ｙｒＢＰから活動を開始している．池田カルデラで
は，５，５００～５，７００ｙｒＢＰの火砕流噴火の後，４，３００ｙｒＢＰに鍋島岳が，約４，０００ｙｒＢＰ
か ら 開 聞 岳 の 活 動 が 開 始 し て い る ． こ れ ら の カ ル デ ラ 火 山 と 小 型 成 層 火 山 の 活 動 の 規
則 性 を 見 い だ す に は 至 ら な い が ， 大 規 模 火 砕 流 噴 火 の 前 後 に あ ま り 休 止 期 間 を お か ず
小 型 成 層 火 山 が 活 動 して い る こ と が 明 確 に な っ た ．
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用 い た Ａ Ｔ 火 山 灰 噴 出 年 代 の 再 検 討 一 タ ン デ ト ロ ン 加 速 器 質 量 分 析 計 に よ る 浮 遊 性 有 孔 虫 の １ ‘ Ｃ

年代-．地質学雑誌，９９，７８７-７９８．

Ｎａｇａｏｋａ，Ｓ．（１９８８）ＴｈｅｈｌｅＯＩＪａｌｅｒｎａｒｙｔｅＰ卜ａｌａｙｅｒｓｆｒｏｍｃａｌｄｅｒａｖｏｋａｎｏｅｓｉｎａｎｄａｒｏｕｎｄＫａｇｏｓｈｉｍａ

Ｂａｙ，ｓｏｕｔｈｅｍＫｙｕｓｈｕ，ＪａＰａｎ．ＧＥθがｒ７．ｊ？印．７ぴ紗θμεけθ．びｚｌｊｙ．，２３，４９-１２２．

長 岡 信 治 （ １ ９ ８ ８ ） 最 終 間 氷 期 末 に 起 き た 鬼 界 カ ル デ ラ の 珪 長 質 火 砕 流 噴 火 と 火 砕 サ ー ジ の 形 成 ． 地 学

雑誌，９７，１５６-１６９．

中 村 真 人 （ １ ９ ６ ７ ） 開 聞 岳 の 火 山 噴 出 物 と 火 山 活 動 史 - と く に 噴 出 物 の 量 と 時 代 関 係 に つ い て ． 火 山 ，

１２，１１９-１３１．
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中 村 俊 夫 ・ 中 井 信 之 （ １ ９ ８ ８ ） 放 射 性 炭 素 年 代 測 定 法 の 基 礎 一 加 速 器 質 量 分 析 法 に 重 点 を お い て ー ．

地質学論集，２９，８３-１０６．

中 村 俊 夫 ・ 池 田 晃 子 ・ 小 田 寛 貴 （ １ ９ ９ ４ ） タ ン デ ト ロ ン 加 速 器 質 量 分 析 計 に よ る １ ４ Ｃ 測 定 に お け る 炭 素 同 位 体

分別の補正について -１４Ｃ年代算出の手引きー．名古屋大学加速器質量分析計業績報告書，Ｖ，ＳＥ３７ -２４３．

Ｎａｋａｍｕｒａ，Ｔ・，Ｎａｋａｉ，Ｎ・，Ｓａｋａｓｅ，Ｔ，Ｋｉｍｕｒａ，Ｍ・，０ｈｉｓｈｉ，Ｓ．Ｔｌｌｎｉｇｕｃｈｉ，Ｍ．ａｎｄＹｏｓｈｉｏｋａ，５Ｓ．（１９８５）

Ｄｉｒｅｃｔｄｃｉｔｅｃｔｉｏｎ０１７ｎｄｉｏｃａｒｂｏｎｕｓｉｎｇＥＩ（？（）ｅｌｍｔｏｒｌｃｉｃｌｌｎｉｑｕｅｓａｎｄｉｔｓａｌ〕ｐｌｉｃａｔｉｏｎｔｏａｇｅｍａｓｕｒｅｍｅｎｌｓ．

ゆ７ｚ．Ｊ．／１即Ｚ．？妙ｙ・，２４，１７１６-１７２３，

成 尾 英 仁 ・ 小 林 哲 夫 （ １ ９ ８ ４ ） 池 田 カ ル デ ラ の 活 動 史 （ 演 旨 ） ． 火 山 ， ２ ５ ， ３ ０ ６ ．

成 尾 英 仁 ・ 小 林 哲 夫 （ １ ９ ８ ４ ） 池 田 カ ル デ ラ 形 成 時 の 降 下 堆 積 物 （ 演 旨 ） ． 火 山 ， ２ ９ ， １ ４ ８ ．

成 瀬 敏 郎 ・ 横 山 勝 三 ・ 柳 精 司 （ １ ９ ９ ４ ） シ ラス 台 地 上 の レス 質 土 壌 とそ の 堆 積 環 境 ． 地 理 科 学 ， ４ ９ ， ７ ６ - ８ ４ ．

岡 田 肇 （ １ ９ ８ ５ ） 霧 島 火 山 群 の 噴 出 物 と 発 達 史 （ 演 旨 ） ． 火 山 ， ３ ０ ， ３ １ ５ ．

大木公彦・早坂祥三（１９７０）鹿児島市北部地域における第四系の層序．鹿児島大学理学部紀要，３，６７ - ９ ２ ．

奥 野 充 （ １ ９ ９ ５ ） 古 土 壌 の 加 速 器 １ ４ Ｃ 年 代 に よ る 噴 火 年 代 の 推 定 ． 名 古 屋 大 学 加 速 器 質 量 分 析 計 業 績

報告書，ＶＩ，４３-５３．

奥野充・小林哲夫（１９９１）鍋島岳火山の地質．鹿児島大学理学部紀要（地学・生物学），２４，２３ - ３ ５．

奥 野 充 ・ 小 林 哲 夫 （ １ ９ ９ ４ ） 種 子 島 に 分 布 す る 後 期 更 新 世 テ フ ラ． 第 四 紀 研 究 ， ３ ３ ， １ １ ３ - １ １ ７ ．

奥 野 充 ・ 小 林 哲 夫 ・ 中 村 俊 夫 （ １ ９ ９ ３ ） 南 九 州 ， 鍋 島 岳 テ フ ラ 層 中 の 炭 化 木 片 の 加 速 器 １ ４ Ｃ 年 代 ． 火

山，３８，９１-９４．

奥 野 充 ・ 新 井 房 夫 ・ 森 脇 広 ・ 中 村 俊 夫 ・ 小 林 哲 夫 （ １ ９ ９ ４ ） 鬼 界 カ ル デ ラ ， 龍 港 テ フ ラ 群 に 挟 在 す

る 腐 植 土 の 加 速 器 ̈ Ｃ 年 代 ． 鹿 児 島 大 学 理 学 部 紀 要 （ 地 学 ・ 生 物 学 ） ， ２ ７ ， １ ８ ９ - １ ９ ７ ．

奥 野 充 ・ 中 村 俊 夫 ・ 新 井 房 夫 ・ 森 脇 広 ・ 小 林 哲 夫 （ １ ９ ９ ５ ） 古 土 壌 の １ ４ Ｃ 年 代 か ら み た 鬼 界 範 港 テ

フラ群の噴出年代．日本地理学会予稿集，４８，：Ｚ２８-２２９．

奥 野 充 ・ 中 村 俊 夫 ・ 横 田 修 一 郎 （ Ｈ ） ９ ６ ａ ） 鹿 児 島 沖 積 平 野 に お け る ボ ー リ ン グ ・ コ ア 試 料 の 加 速 器
１４Ｃ年代．地球科学，５０，７０-７４．

奥 野 充 ・ 中 村 俊 夫 ・ 森 脇 広 ・ 小 林 哲 夫 （ １ ９ ９ ６ ｂ ） 加 速 器 １ ４ Ｃ 年 代 か ら み た 姶 良 一 入 戸 噴 火 と 桜 島

の 活 動 開 始 年 代 ． 地 球 惑 星 科 学 関 連 学 会 合 同 大 会 講 演 予 稿 集 ， （ 印 刷 中 ） ．

奥 野 充 ・ 中 村 俊 夫 ・ 森 脇 広 ・ 小 林 哲 夫 （ １ ９ ９ ６ ｃ ） 古 土 壌 の 加 速 器 ̈ Ｃ 年 代 か ら み た 南 九 州 の 降 下 テ

フ ラ の 噴 出 年 代 （ 演 旨 ） ． 地 形 ， １ ７ ， ５ １ ．

０ｋｕｎｏ，Ｍ．，Ｎａｋａｍｕｒａ，Ｔ．，Ｍｏｒｉｗａｋｉ，Ｈ．ａｎｄＫｏｂａｙａｓｈｉ，Ｔ．（１９９６）Ｒ£１ｄｉｏｃａｒｂｏｌトｃｈｒｏｎｏ】ｏｇｙｏｆ

Ｓａｋｕｒａｊｉｍａｖｏｌｃａｎｏ，Ｍ）ｌ】ｔｈｅｍＫｙｕｓｈｕ，ＪａＰａｎ．ｊ加ｒｒど７ｃは乃面ｆ加Γε川αΓｊ∂７ｊ❹Ｓｙｚ７７７７θぷ加脚θμ

Ｃ（）ぶｚ？７θｃ＆（７ｚｌ❹θ＆ｙα７❹たθ几？どＧｅθぶｄＥμｃＥ７９９６，１９０-１９３．

０ｒｌｏｖａ，Ｌ．Ａ．ａｎｄＰａｎｙｃｈｅｖ，Ｖ．Ａ．（１９９３）Ｔｈｅｒ（・ｌｉａｂｉｌｉｌｙｏｆｎｄｉｏｃａｒｂｏｎｄａｔｉｎｇｂｕｒｉｅｄｓｏｉｌｓ．

沢ａ冶θｃαΓ＆θ７１，３５，３６９-３７７．

１；ｔｕｉｖｅｒ，Ｍ．ａｎｄＢｅｃｋｅｒ，Ｂ．（１９９３）｝｛４ｈ-ｐｒｅｃｉｓｉｏｎｄｅｃａｄａｌｃ・ＩＨｂｒａｌｉｏｎｏｆｎｄｉｏｃａｒｂｏｎｔｉｍｅ-ｓｃａｌｅ，

ＡＤ１９５０-６０００．沢α直θｃαΓ＆び１，３５，３５-６６．

筒 井 正 明 ・ 小 林 哲 夫 （ １ ９ ９ ２ ） 霧 島 ・ 御 鉢 火 山 の テ フ ロ ク ロ ノ ロ ジ ー ． １ ９ ９ ２ 年 度 日 本 火 山 学 会 秋 季 大 会

講演予稿集，１１４．
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口 頭 発 表

１ ） 奥 野 充 ・ 中 村 俊 夫 ： 埋 没 土 壌 の 加 速 器 １ ４ Ｃ 年 代 か ら み る 噴 火 年 代 ． タ ン デム 加
速器とその周辺技術の研究会，名古屋大学，１９９５年７月．
２ ） 奥 野 充 ・ 中 村 俊 夫 ・ 森 脇 広 ・ 小 林 哲 夫 ： 古 土 壌 の 加 速 器 １ ４ Ｃ 年 代 か ら み た 南
九州の降下テフラの噴出年代．日本地形学連合，金沢大学，１９９５年１０月．

３ ） 奥 野 充 ・ 中 村 俊 夫 ・ 新 井 房 夫 ・ 森 脇 広 ・ 小 林 哲 夫 ： 古 土 壌 の 加 速 器 １ ４ Ｃ 年 代
からみた鬼界寵港テフラ群の噴出年代．日本地理学会，岡山大学，１９９５年１０月．

４ ） 奥 野 充 ・ 守 屋 以 智 雄 ・ 田 中 耕 平 ・ 中 村 俊 夫 ： 高 原 火 山 ， 富 士 山 溶 岩 ド ー ム を 形
成 し た 噴 火 の 推 移 と 年 代 ． 昭 和 新 山 生 成 ５ ０ 周 年 記 念 国 際 火 山 ワ ー ク シ ョ ップ， 伊 達
カルチャーセンター，１９９５年１０月．

５ ） 守 屋 以 智 雄 ・ 奥 野 充 ： 日 本 の 第 四 紀 火 山 の 最 近 １ 万 年 間 の 噴 火 史 と 噴 火 予 測 ．
昭 和 新 山 生 成 ５ ０ 周 年 記 念 国 際 火 山 ワ ー ク シ ョ ップ， 伊 達 カ ル チ ャ ー セ ン タ ー ，
１９９５年１０月．

６）Ｏｋｕｎｏ，Ｍ．，Ｎａｋａｍｕｒａ，Ｔ．，Ｍｏｒｉｗａｋｉ，Ｈ．ａｎｄＫｏｂａｙａｓｈｉ，Ｔ：Ｒａｄ泊ｃａｒｂｏｎ-
（１１１１’ｏｎｏｌｏｇｙｏｆＳａｋｕｒａｊｉｍａｖｏｌｃａｎ０，５；ｏｕｔｈｅｍＫｙｕｓｈｕ，ＪａＰａｎ．ＴｏｄａＨｎｔｃｒｎａｔｉｏｎａ１
ＳｙｍＰｏｓｉｕｍｏｎＣｏｓｍｏｃｈＴｏｎｏｌｏｇｙａｎｄｌｓｏｔｏＰｅＧ（ｌｏｓｃｉｃｎｃｃ，Ｕｎｉｖ．ｏｆＴｂｋｙｏ，Ｊａｎ．１９９６．
７ ） 奥 野 充 ・ 那 須 火 山 調 査 グ ル ープ ： 那 須 ・ 茶 臼 岳 火 山 の 歴 史 噴 火 ． 地 球 惑 星 科 学
関連学会合同大会，大阪大学，１９９６年３月．

８ ） 奥 野 充 ・ 中 村 俊 夫 ・ 森 脇 広 ・ 小 林 哲 夫 ： 加 速 器 １ ４ Ｃ 年 代 か ら み た 姶 良 一 入 戸
噴火と桜島の活動開始年代．地球惑星科学関連学会合同大会，大阪大学，１９９６年３月．

論 文 発 表 等

１ ） 奥 野 充 ・ 中 村 俊 夫 （ １ ９ ９ ５ ） 加 速 器 質 量 分 析 法 に よる 鹿 屋 市 岡 泉 遺 跡 の 炭 化 木
片の１４Ｃ年代．鹿屋市埋蔵文化財発掘調査報告書「岡泉（ＩＸ）遺跡」，鹿屋市教育
委員会，４９-５４．

２ ） 奥 野 充 ・ 中 村 俊 夫 ・ 新 井 房 夫 ・ 守 屋 以 智 雄 （ １ ９ ９ ５ ） 乗 鞍 岳 火 山 ， 位 ヶ 原 テ フ
ラ層の１４Ｃ年代．名古屋大学古川総合研究資料館報告，Ｎ０．１１，１０９-１１２．

３ ） 池 田 晃 子 ・ 奥 野 充 ・ 中 村 俊 夫 ・ 筒 井 正 明 ・ 小 林 哲 夫 （ １ ９ ９ ５ ） 南 九 州 ， 姶 良 カ
ル デ ラ 起 源 の 大 隅 降 下 軽 石 と 入 戸 火 砕 流 の 炭 化 樹 木 の 加 速 器 質 量 分 析 法 に よる １ ４ Ｃ
年代．第四紀研究，３４，２３’７７-３７９．

４ ） 奥 野 充 ・ 中 村 俊 夫 ・ 横 田 修 一 郎 （ １ ９ ９ ６ ） 鹿 児 島 沖 積 平 野 に お ける ボー リ ン グ ・
コア試料の加速器１４Ｃ年代．地球科学，５０，７０-７４．
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